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年
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ふれあい情報 

2021 年 1 月 1８日（月）   第 323 号  

退
職
者
連
合
は
、
１
月
13
日

（
水
）
11
時
か
ら
連
合
本
部
３
階

会
議
室
に
て
第
５
回
三
役
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

１
都
３
県
に
、
２
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
な
か
、

新
年
初
め
て
と
な
る
三
役
会
の
冒

頭
、
人
見
会
長
は
問
題
意
識
を
次

の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

命
を
守
る
行
動
が
大
切 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

日
本
に
お
い
て
も
増
加
し
て
お

り
、
世
界
で
９
０
０
０
万
人
以
上 

第
５
回
三
役
会
開
催
。 

第
３
回
幹
事
会
は
書
面
審
議 

 
 

が
感
染
し
、ま
も
な
く
２
０
０
万
人

に
至
る
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
は
調
査
が

で
き
る
と
こ
ろ
で
の
公
表
で
あ
り
、

実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
方
が
感

染
し
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
発
表
に
よ
る
と
、ワ
ク

チ
ン
は
、世
界
人
口
の
４
分
の
１
の

20
億
人
分
ほ
ど
し
か
確
保
で
き
て

い
な
い
と
言
わ
れ
、今
年
中
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
く
こ

と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。私
た
ち
高
齢
者
は
リ
ス 

ク
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す 

が
、
『
感
染
し
な
い
』
、 

『
感
染
さ
せ
な
い
』
と
い

う
こ
と
を
心
が
け
、
自
ら

の
命
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。」
と
述
べ
、
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
の
意
識
を

高
め
る
と
同
時
に
、
取
り

組
み
の
強
化
を
訴
え
ま

し
た
。 

増
大
す
る
世
界
リ
ス
ク 

「
来
週
に
は
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
か
ら
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
変

わ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
民
主

主
義
が
守
ら
れ
、
政
権
交
代
が
順

調
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ

リ
カ
の
分
断
化
や
政
治
の
不
安

定
化
は
深
刻
で
す
」
と
の
懸
念
を

伝
え
、
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

や
気
候
温
暖
化
の
高
ま
り
な
ど

の
リ
ス
ク
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。 

高
齢
者
が
大
切
に
さ
れ
る
政
治 

「
任
期
が
10
月
21
日
に
迫
っ
て

い
る
衆
議
選
。
野
党
の
支
持
率
は

依
然
低
い
ま
ま
で
す
が
、
私
た
ち

が
求
め
る
高
齢
者
が
大
切
に
さ

れ
る
政
治
を
求
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
述

べ
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
つ
い

て
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
い
ろ

い
ろ
と
困
難
な
こ
と
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
結
成

30
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

１
０
０
万
人
の
目
標
達
成
に
向

け
て
強
化
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
そ
の
取
り
組
み
強
化

へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。 

最
後
に
、「
１
月
22
日
に
は
、 

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
ま

す
。
こ
れ
は
本
当
に
意
義
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
核
保
有
国

へ
の
圧
力
と
な
る
政
治
的
働
き

か
け
の
よ
い
機
会
に
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

挨
拶
に
引
き
続
き
、
承
認
事
項

で
は
幹
事
の
織
田
等
氏
か
ら
田

辺
和
司
氏
（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
）
の
交
代
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

報
告
事
項
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
費
窓
口
２
割
負
担
に
関
す
る

談
話
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
協
議
事

項
は
、
第
２
０
４
回
通
常
国
会
に

向
け
た
政
策
・
制
度
要
求
内
容
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
全
員
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

尚
、
三
役
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
「
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
数
が
少
な
く
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
。

政
府
は
先
手
、
先
手
の
対
応
が
全

く
で
き
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
意

見
や
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
緊
急
性

と
安
全
性
の
バ
ラ
ン
ス
も
必
要
」

と
の
意
見
が
上
げ
ら
れ
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
や
副
作
用
の
有
無

な
ど
も
含
め
、
緊
急
事
態
宣
言
下

で
は
、
強
力
な
感
染
症
対
策
や
的

確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

第
２
０
４
回
通
常
国
会
に
向
け
た  
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 2020年度の『日本労働ペンク 

ラブ賞』の授与式は、2021年１ 

月 12日（火）に東京・日比谷 

の日本プレス・センターで行な 

われました。代表の山田計一氏 

から祝辞とともに賞状と記念の 

クリスタル杯が贈られました。 

受賞した早川副事務局長は、 

「望外の光栄であります。資本 

主義の下で私たちは幸福になる 

ことができるのか。この素朴で 

根源的な疑問を共通の分析視点 

として構成しています。資本主 

義を問い直す議論に、本書が多 

少なりとも役に立てればこれに 

勝る喜びはありません」と挨拶 

しました。 

 

 

 

５ 

介
護
保
険
制
度 

 

介
護
離
職
ゼ
ロ
の
た
め
全
産

業
平
均
を
大
き
く
下
回
る
介
護

職
員
の
賃
金
改
善
を
す
る
こ
と
。 

６ 

税
制
（
略
） 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告 

第
２
０
４
回
通
常
国
会
に
向
け
た｢

２
０
２
１
年
重
点
要
求
」 

３ 

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

街
づ
く
り
と
一
体
で
、
緊
急
事

態
に
も
対
応
可
能
な
ケ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
こ
と
。 

４ 

医
療
保
険
制
度 

 

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口

負
担
で
単
身
世
帯
年
収
２
０
０

万
円
以
上
を
２
割
と
し
た
こ
と

は
、「
最
小
限
度
」
の
範
囲
を
逸

脱
し
て
い
る
。
受
診
回
避
に
よ
る

健
康
悪
化
や
生
活
困
窮
を
も
た

ら
さ 

７ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
貧
困
・
低 

 

第
１
回
政
策
委
員
会
の
確
認
に
基
づ

き
、
第

24

回
定
期
総
会
で
決
定
し
た

「
２
０
２
０
年
度
政
策
・
制
度
要
求
」

の
中
か
ら
重
点
項
目
を
選
択
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
へ
の
対
策
強
化
の

観
点
か
ら
内
容
を
補
強
し
ま
し
た
。 

１ 

雇
用
改
善 

良
質
な
雇
用
の
安
定
と
拡
大

を
図
る
こ
と
。 

 

低
所
得
高
齢
単
身
女
性
を
生

み
出
し
て
い
る
雇
用
に
お
け
る

男
女
の
不
平
等
を
な
く
す
こ
と
。 

 

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
雇
用
労
働
条
件
の
改
善
に
努

め
る
こ
と
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
苦
境
に

陥
っ
て
い
る
非
正
規
・
女
性
労
働

者
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。 

２ 

年
金
保
険 

基
礎
年
金
保
険
料
の
拠
出
期

間
を
40
年
か
ら
45
年
（
20
～

65
歳
）
に
延
長
す
る
こ
と
。 

C0
2

に
よ
り
続
発
す
る
異
常
気

象
災
害
防
止
の
視
点
か
ら
も
「
責

任
投
資
」
の
署
名
団
体
と
し
て
さ

ら
に
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 

ら
さ
な
い
よ
う
な
配
慮

措
置
の
継
続
・
拡
大
を
着

実
に
実
施
す
る
こ
と
。 

日
本
退
職
者
連
合
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
な
か
、
そ
の
活
動
実
態
を
把

握
し
、
問
題
点
や
改
善
点
を
検
証

し
今
後
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、

２
０
２
０
年
11
月
４
日
～
12

月
14
日
の
間
、
産
別
退
連
と
地

方
退
連
を
対
象
に
調
査
し
ま
し

た
。 

 

定
期
総
会
や
幹
事
会
は
書
面

審
議
が
多
く
、
幹
事
会
や
高
齢
者

集
会
は
、
３
密
対
策
を
行
っ
て
の

開
催
や
中
止
と
な
っ
て
い
ま
し 

 

早川行雄副事務局長が、労働ペンクラブ賞を受賞 日本退職者連合結成３０周年記念 

第１回３０周年史編集委員会を開催 

 

羽
田
雄
一
郎
参
院
議
員
（
立
憲
民
主
党
・
参
議
院
幹
事
長
）
が
、
12
月
27
日

に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
53
歳
。
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
本
退
職
者
連
合
は
、

連
合
の
旗
の
も
と
に
、
１

９
９
１
年
11
月
20
日
、

「
日
本
高
齢
・
退
職
者
団

体
連
合
」（
略
称
：
退
職
者

連
合
）
の
名
称
で
結
成
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１

５
年
７
月
15
日
、
現
在
の

「
日
本
退
職
者
連
合
」
へ

と
名
称
変
更
し
ま
し
た
。 

今
年
で
30
周
年
を
迎 

 

え
る
た
め
、
第
１
回
30
周
年

史
編
集
委
員
会
を
1
月
13

日
（
水
）
三
役
会
議
終
了
後
に

開
催
し
ま
し
た
。 

編
集
委
員
会
の
委
員
長
は

宮
園
哲
郎
副
会
長
。
30
周
年

に
よ
せ
る
各
界
か
ら
の
寄
稿

や
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
も

の
を
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
発
表

す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

  

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

  所
得
者
対
策 

 

単
身
高
齢
者
の
生
活
支
援
の

た
め
の
福
祉
支
援
体
制
の
整
備

を
図
る
こ
と
。 

  

た
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー 

ク
ル
活
動
は
、
野
外
に
か
か
わ
ら

ず
、
接
触
を
さ
け
る
た
め
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
要
請
行
動
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
自
治
体
対
策
要
求

を
く
わ
え
て
要
請
し
て
い
る
の

が
目
立
ち
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
活
動
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
が
孤
立
を
招
い
て
お
り
、

連
帯
を
求
め
る
意
見
・
要
望
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 


